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⻑野県地域防災推進協議会の会⻑として、再任を仰せ

つかりました⾠野町の有賀元栄です。

 新型コロナウイルス感染拡⼤の中で、防災活動の制

限を余儀なくされている会員の皆さんも多い事と思い

ます。⽬に⾒えぬ敵と戦うには、⾃⾝の予防⾏動が⼀

番です。

 会発⾜と同時に、「防災は災害現場で学ぶ」を主眼

に東⽇本⼤震災地、宮城県⽯巻を訪れました。多くの

復旧・復興従事者の皆さんから、お話を聴くことが出

来ました。⼆年⽬に⼊り新型コロナ感染問題に遭遇し

ました。総会すら書⾯議決となりそのまま、新任期を

迎え現在に⾄っています。 現在は、集会研修の代わ

りにオンラインミニ研修を開催しています。⼤学を背

にし、講師に事⽋かない会でもあります。集会研修再

開までは、オンライン研修を重ねて参ります。多くの

会員の皆さんの参加をお待ちしています。

 今夏、我が町も⼤⾬災害が各地で発⽣し、町から災

害⽀援陣頭指揮の命を受けました。そこで感じたこと

は、災害発⽣時の防災⼠の⽴つ位置です。防災⼠教本

にも、防災⼠に期待される役割の中に、地域・社会の

防災りーダーとして「⾃分から動く」とあります。地

域に役⽴つ防災⼠であることを⼼から望みます。

�最後に会発⾜当時、⼤変ご苦労を頂いた役員の皆さ

んに⼼より感謝の意を表したいと思います。発⾜当時

を振り返れば様々な思い、それは「絆」であり「仲

間」でもありました。退任されても、この会に益々ご

尽⼒いただけることをご期待申し上げ会⻑の挨拶とい

たします。

�

早川 英治（⻑野市）
 NBS⻑野放送編成局⻑／元ニュースキャスター・報道部⻑

副会⻑

原⼭ 朋⼦（松本市）
 元松本地域のコミュニティＦＭ�エフエムまつもと株式会社�79.1MHz

 パーソナリティ・記者・制作

⻄窪 真⼸（松本市）
 ⼥性の視点から災害時要援護者⽀援活動をを幅広く⾏っている

関 昭（安曇野市）
 ㈱村瀬組 副社⻑

⼭﨑 佳典（東筑摩郡朝⽇村）
 松本市消防団所属

 元朝⽇村消防団副分団⻑

倉島 誠（⻑野市）
 社会福祉法⼈ ⻑野市社会福祉協議会

 ⻑野市地域包括⽀援センター安茂⾥

 社会福祉⼠

幹事

事務局⻑
尻無浜 博幸（安曇野市）
 松本⼤学総合経営学部�観光ホスピタリティ学科�教授

 松本⼤学地域防災科学研究所 副所⻑

会⻑挨拶

有賀 元栄（上伊那郡⾠野町）
 ⻑野県⾃主防災アドバイザー

 ⻑野県災害ボランティアコーディネーター

 ⾠野町防災⼠連絡協議会⻑

 ⾠野町社会福祉協議会災害時住⺠⽀え合いマップ作成サポーター

会⻑
∼⾃分から動く∼



2021年度
⻑野県地域防災推進協議会
今後の予定

▽第3回 ミニ研修会
 ⽇時 12⽉8⽇（⽔）18：30〜(ｵﾝﾗｲﾝ)
 内容 「命を守るために

       〜情報とリテラシー〜」

 講師 早川 英治 ⽒

→聴講希望の⽅は

 右記QRよりお申込み下さい。
 お申込みいただいた⽅へ視聴URLを
 お送りします。締切：12/7(⽕)15:00まで

▽松本⼤学防災⼠養成研修講座②

 ⽇時 2022年2⽉19⽇（⼟）
       �2⽉20⽇（⽇）
 会場 松本⼤学 １号館

 申込⽅法：松本⼤学ホームページより

社会科学的な防災・
災害の研究と実践を
通して地域社会に
貢献する
⽊� 晴壽

��⼤�地域�災科�研��

�� 

 ��で�災に��する活動が�まる

��となったのは、2011年3⽉に発⽣

した東⽇�⼤�災です。�⽣・��員

の有�からなる東⽇�⼤�災�援プロ

ジェクトを立ち上げて活動を開�し、

�来、��⼤�において地域�災体制

の構築・��に向けた�災��が動き

�しました。

 �々な活動の中でも代�的なものは、

「�災⼠�成研���の開�」と「�

野�地域�災��協��」の立ち上げ

です。これまで600��くの�災⼠を�

松本⼤学
「地域防災科学研究所」の発⾜
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⻑野県地域防災推進協議会事務局

〒390-1295 松本市新村2095-1(松本⼤学内)
TEL：0263-48-7200 FAX：0263-48-7290
e-mail：bousai@t.matsu.ac.jp

防災士資格取得者の状況（地域別）

松本大学防災士養成講座

2014年より開�している
��⼤��災⼠�成��も、

�年度で8年⽬を�えまし
た。これまでに�内各地から

�700�の��の�が受�し
�630�の�が�災⼠��を
�得されました。�内地域別

の�得者の��をみても、そ

れぞれの地域で��くの�災

⼠が活�していることが�か

ります。

「助けられる�から助ける�

へ」のスローガンのもと、�

�も�災地域づくりの⼀�を

担っていきます。

成し、�災⼠有��者に向けた研�活

動も��的に⾏ってきました。そのよ

うな活動の中で、��では�たな�題

に�⾯しています。�題として�えら

れるのは、「⾏政に��した�災体制

から脱�し、��主体のより��な�

災・減災体制を構築すること」と「�

災��の��」です。�年５⽉から�

正災��策基��が�⾏され、災�時

の⾏動については、��主体の���

�・��⾏動へ�がきられています。

このような状況下で��１�ひとりの

災�への�構えを�み、⽇常のなかに

災�への�えを�み�むことで��な

�災体制の�現を⽬指していくことが

より必�と�えています。

  その�題と向き�うべく�年からは

より��科�的な�災・災�の研�と

��を�して地域��に貢�するため

に「地域�災科�研��」が立ち上が

リました。�研��では、地域の�

災・減災体制の構築に貢�できる�材

を�成すべく、⼤�内�における�災

��プログラムの開発とその��、お

よびその研�を�めて�ります。   

 �体的には、「�野�地域�災��

協��」での研�を⼟�として、地域

の�災・減災体制の構築に貢�するた

めの�活動の立�と���びその�援

を⾏います。�研��が提唱する「⼩

さな単�での��⾏動の�現」に向

け、現�的な��体制を構築し地域�

�に貢�する��です。


